
おおさか環境ネットワーク会議レポート

第７回

日時 令和3年2月4日（木）18：30～21：00

会場 Zoomを使用してのオンライン会議

参加者 13団体14名

【会議要旨】

これまでの流れとして、おおさか環境ネットワークでは、
参加団体のそれぞれの活動について、参加団体みんなが学
ぶ場として勉強会を行っていく動きであった。今回はネッ
トワーク参加団体の一つである、昆虫科学研究センター
ISRCの渡部宏さんが、自身の団体の普段している活動の様
子などをレクチャーして情報の共有をすべく、オンライン
で講義をおこなった。

◆次回以降の開催日程

令和２年度

第８回おおさか環境ネットワーク会議

日時：2月15日(月) 18:30～20:30

場所：オンライン（Zoom）

レポート作成＊環境事業協会・ネイチャーおおさか共同企業体

【次回の開催について】

次年度の方向性などを中心に話し合う。

■オンライン勉強会

発表者：昆虫科学研究センターISRC 渡部宏さん

○序盤

・カマキリ博士こと渡部さんの生い立ちの話があった。大
学院の前半くらいまではカマキリ一筋であったが、他の研
究者に促され、害虫防除の研究をしたことで研究の幅が広
がりプラスになり、今に繋がったとのことであった。生き
ものの色や動きにはどういう意味があるのかに視点を置き
ながら、子どもたちに講義することを重視していると説明。

○中盤

・事前に撮影した動画を共有し、「カマキリの卵はどこに
あるでしょうか」のクイズを実施。種類の違うカマキリが、
産卵場所の違いにより棲み分けを行っていることを説明。

○終盤

・事前に撮影した動画を共有。山間部に入り、越冬昆虫を
探す様子の動画を見ながら講義。その後質疑応答。

◎カマキリ博士より

・「うわーきもちわるいー」ではなく、「凄い進化を遂げ
てきたんだー」と、色々な見方でみて下さいと強調。

・考える力をつける勉強の仕方を身に着けさせるという、
きっかけづくりを推進している。

・大人たちの目線をかえていかなければいけないとの認識
で、全国を回りながら、講義をしている。

・名古屋から自分を訪ねてきてくれた少年が、今は昆虫教
室を手伝ってくれている。

■振り返りでは、以下のような感想があった。

・自分たちの活動を見直すことができた。

・親と子、先生と生徒、一緒に理解してもらうことが大切
だなと思った。

会議開催の様子


